（別紙３）
「科学者の行動規範」（暫定版）等に関する調査

１．貴機関名：

	


２．区分（該当するものをお選びください）
	 1. 大学

 2. 高等専門学校

 3. 大学共同利用機関

 4. 国の設置する研究所、施設等機関、その他の機関

 5. 地方公共団体の設置する研究所その他の機関
 6. 独立行政法人の研究機関

 7. 日本学術会議協力学術研究団体


３．回答担当者の連絡先
	(1) 所属、職名：

	(2) 氏名：

	(3) 電話：　　　　　　（　　　　　）

	(4) ＦＡＸ：　　　　　（　　　　　）

	(5) メールアドレス：　　　　　　　　　＠


――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日本学術会議は、広く科学者コミュニティ、科学者組織において共有される「科学者の行動規範」を制定したいと考えております。そして、「科学者の行動規範」が、教育・研究機関での倫理教育、産業界・官界組織での導入教育、研究資金提供機関における審査制度、職業研究者一般の意識向上などに活用されることを希望しております。そのような目的を持った「科学者の行動規範」を策定するために、暫定版（別紙１）について、以下の観点から御意見を御記入ください。

なお、本調査の集計結果及び分析内容については公表する予定ですが、回答機関が判明するような個別情報については公表することはありません。
１．あらゆる科学者組織に共有される「科学者の行動規範」が、科学者個々人の倫理的意識を高め、科学者として適正な行動を促すと思いますか。以下の中からひとつお選びください。
	 1. 科学者の倫理意識も高め、科学者としての適正な行動も促す
 2. 科学者の倫理意識は高めるが、科学者としての適正な行動を促すとは限らない
 3. 科学者の倫理意識は高めるとは思えないが、科学者としての適正な行動は促す
 4. 科学者の倫理意識も高めなければ、科学者としての適正な行動も促さない
 5. 分からない
 6. その他（具体的な内容をお書きください）
 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．上記１．の選択肢を選んだ理由をお聞かせください。

	


３．今後「科学者の行動規範」（暫定版）に対して頂いた御意見を参考に、「科学者の行動規範」（最終版）を作成する予定ですが、貴機関では「科学者の行動規範」（最終版）をどのように使用あるいは利用しますか。以下の中からひとつお選びください。
	 1. 行動規範として採用する
 2. 「科学者の行動規範」の趣旨に沿って独自の行動規範や倫理規程を策定する
 3. 引用、あるいは参照して利用する
 4. それ以外の仕方で利用する（具体的な利用の仕方をお書きください）
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 5. 利用しない
 6. 分からない


４．上記３．の選択肢を選んだ理由をお聞かせください。

	


５．「科学者の行動規範」（暫定版）に、記述が足りない、不適切な、あるいは不要な事項があるでしょうか。自由に御回答ください。

	


６．「科学者の行動規範」を多くの科学者に周知徹底するために、どのような方法が最も効果的と考えますか。自由に御回答ください。

	


７．「科学者の自律的行動を徹底するために」（別紙２）に関して御意見がありましたらお書きください。

	


ご協力ありがとうございました。

【本件担当及び送付先】


社団法人輿論(よろん)科学協会


柏木、井田


〒151-8509 東京都渋谷区千駄ヶ谷4-8-6


TEL：03-3401-1131、FAX：03-3404-0019


e-mail：ida@yoron-kagaku.or.jp
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